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ごあいさつ 

和歌山県看護連盟 会長 谷 眞子 

今年の夏の猛暑は大変でしたが、お変わりなくお過ごしのこととお

慶び申し上げます。 

７月の参議院議員選挙では、看護職の代表「石田まさひろ」を国政

の場におくることができました。これも看護連盟会員の皆さまはじめ、

看護協会の皆さまのご支援の賜物と感謝申し上げます。昨年の日本看

護連盟員都道府県会長会において、石田昌宏を次期候補者として活動

を開始してきました。看護職から初めての男性看護師を議員として誕

生させることですので、看護歴史上はじめてのことで、画期的なこと

と考え活動してきました。 

７月２１日２０時過ぎに早くも当確のニュースでほっとしました。全国で、２０１，１０９票獲得する

ことができました。和歌山県の得票数は、１７０２票でした。 

超少子高齢化社会を迎え、看護職の活躍の機会や場の広がりに期待が高まっております。 

これからは、看護提供の仕方も変化し、看護現場の課題も複雑になってくるでしょう。 

税と社会保障一体改革国民会議の答申を受け、医療制度改革の可能性も考えられるところから、石田議

員には、現場の声を活かした看護政策実現に期待し、私たち看護職自身も社会の変化に対応できるよう変

化させていきましょう。看護連盟は、「ベッドサイドから政治を変える！」とスローガンに活動しています。

皆さまには、今後共看護連盟の活動により深いご理解を賜り更なるご支援をお願い申しあげたく存じます。 

今後共、皆さまのますますのご健勝とご活躍をお祈り申し上げます。 

 

 

 

 

 

 

日本看護連盟 会長 草間 朋子 

この度、日本看護連盟会長の重責を担わせていただくことになりま

した。 

国会議員としての長年のご経験をお持ちの清水会長の後任としては、

力不足であることを痛感しておりますが、会員一人ひとりのみなさま

の情熱と連盟組織のパワーに支えていただき、「超高齢社会を迎えた日

本の『治し支える医療』を支えていくのは看護である」を目標に、全

力投球させていただきます。 

これからの日本の医療保健の質を左右するのは、チーム医療のキーパーソンと位置付けられている看護

職の提供する看護の質であると思っております。国会議員の先生方のご支援をいただきながら、看護の質

を高めるために働く環境、基礎教育、継続教育、キャリアアップの機会などさまざまな看護問題の改革・

改善に取り組み、看護界のさらなる発展に向けて存在感のある力強い組織にしていきましょう。 

気力と情熱だけは、誰にも負けないつもりでおりますので、どうぞよろしくお願いします。 
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衆議院議員  あべ 俊子 

                                                          

和歌山県看護連盟の皆様、こんにちは。いつも温かいご支援を賜

り、心より感謝申し上げます。 

参院選の結果、石田まさひろさんが 201,109 人もの皆様からの

ご支持をいただき、無事国政の場へ送り出していただくことができ

ました。これもひとえに、全国の看護連盟の皆様の長きにわたる地

道で力強い取り組みの賜物であり、和歌山県看護連盟の皆様にも多

大なるご尽力を賜りましたことに、この場をお借りいたしまして心

から感謝申し上げます。そして参議院での歴史ある看護の議席を再

び取り戻せたことにも喜びを深くかみしめております。 

今回の選挙の結果、国会におけるねじれを解消することができました。おかげさまで、復興をはじめ日

本を取り戻すための政策に邁進していける環境が整った次第です。看護界における諸課題に対しても、こ

れからは一人増え、たかがい恵美子議員、石田まさひろ議員とともに三人で力を合わせて国政の場で頑張

ってまいります。引き続き、和歌山県看護連盟の皆様の温かく心強いお力添えを心よりお願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

参議院議員 髙階 恵美子 

 

先般の参議院選挙において、国政の健全化に向けた大切な節目を迎

えることができました。この喜びをみなさまと共有させていただけま

すことを大変光栄に存じます。英国王室に次代を継ぐ王子さまがお生

まれになり世界中が歓喜した同時期に、私たち日本の看護界は、国会

にフレッシュな男性議員を誕生させるという大事業を成し遂げまし

た。新たな看護の議席を得て、これからは、成熟社会日本を支える新

たな社会保障制度体系の構築に向けて、いのちを護る者が看ている視

点を存分に活かした政治活動を、いっそう強力に進めて参ります。 

私にとって初めての議員立法となった DV 防止改正法（6/26 成立）

はいま、一部の方々に‘奇跡の法律’と呼ばれています。言わば不健

康な関係病理による生命危機を公権で回避する特殊法であるため、議

員各位の理解を得る過程が極めて険しかったからです。解決策は明らかでも了解されなければ事を成せな

い。だからこそ、ともに闘える同志が必要なのです。みなさまのお支えに、心から感謝申し上げます。 
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石田まさひろ先生との交流会 

平成 25 年 9 月 15 日（日） ダイワロイネットホテル 琥珀の間にて 

当選されて初めて和歌山へおいでになりました 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



5 

 

平成 25 年度和歌山県看護連盟通常総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年 6 月 25 日（土）県民文化会館小ホールにおいて多数のご来賓の方々のご臨席を賜り盛大に

開催されました。主席者 285 名 役員 21 名 委任状 1157 名 合計 1463 名で総会は成立し、平成

25 年度審議事項はすべて賛成多数をもって可決されました。 

特別講演は、参議院議員の髙階恵美子先生を講師に迎え「成熟社会を創る看護力」について講演いただ

きました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

平成 25 年度県役員一覧 

 

 

 

会　長 谷　　眞子 副会長 木村　和子 副会長 仁木　 満

幹事長 前田　香代 幹　事 古川　紀子 幹　事 福壽　和美

幹　事 原　　紀子 幹　事 小田垣弥智世 幹　事 岩橋　杉子

幹　事 南　美枝子 幹　事 澤越　純子 幹　事 久保　節子

幹　事 大江　美佐子 監　事 大字　京子 監　事 松浦　三代
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平成 25 年度日本看護連盟通常総会 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 平成 25 年 6 月 13 日（木）13：00 よりザ・プリンスパークタワー東京において開催されました。出

席者 1951 名 内代議員 926 名 役員 11 名 一般 1014 名で審議事項は第 1 号議案から第 10 号議

案の全てが賛成多数で可決されました。 

 清水嘉与子会長は連盟で初の男性看護師を必ず 1 位当選させましょうと挨拶されました。 

 総決起大会では石田まさひろさんがＥＸＩＬＥの「Ｒｉｓｉｎｇ-Ｓｕｎ」で入場されました。沢山の国

会議員の方々が応援に来られ、日本看護協会は、宇宙戦艦ヤマトの替え歌で石田まさひろさんの応援歌を

披露されました。 

青年部のパフォーマンスは、男性看護師が集まり、力強い応援でした。 

 

 

 

 

第 10 号議案 役員選出  

平成 25 年度役員 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

会　長 草間　朋子 　東京医療保健大学　副学長 新

副会長 佐藤エキ子
　大原総合病院　看護人材開発部長
　　　　　        特任副院長

新

幹　事 尾形　妙子 　宮城県看護連盟 新

幹　事 坂主　リツ 　栃木県看護連盟　副会長 新

幹　事 川瀬　静子 　三重県看護連盟　幹事長 新

幹　事 菊池　令子 　日本看護協会　副会長 新

常任幹事 竹澤　良子 　日本看護連盟常任幹事 再
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研修報告 

 

看護管理者研修 

平成 25 年 6 月 8 日（土） 場 所：ビッグ愛 

テーマ：これからの地域医療 

講 師：和歌山県立医科大学附属病院 副院長 岡本恭子氏 

参加者：72 名 

 

看護管理者研修に参加して 

海南医療センター 看護部長 中野美枝氏 

 6 月 8 日、和歌山県立医科大学の岡本恭子副院長・看護部長を講師に迎え「これからの地域連携」と題

し研修がありました。県立医大の現状にはじまり、地域に繋ぐ重要性と看護師の担う役割をデータをもと

に理解することができました。和歌山県は平成 12 年から既に超高齢社会に突入しており、病気・障害を

もったまま地域で暮らしていくことを認識する必要がある。地域連携において患者の生活の中で「どう生

きるか！生き方をどう支えるか！どう死んでいくか！」に関わっていくいことが求められます。生活をイ

メージできる能力のスキルアップが求められているということです。 

 今後ますます治療が医療機関内で完結できない状況が予測され、特に高齢化社会では地域への継続が重

要とされる現在、看護管理者として地域看護の完実に向けた役割を再認識する機会を得ることができまし

た。 

 

新人看護職員研修 

平成 25 年 6 月 15 日（土） 場 所：プラザホープ 

テーマ：褥瘡ケアについて 

    観察から褥瘡予防を考える 

講 師：日本赤十字社医療センター  

皮膚・排泄ケア認定看護師 西浦一江看護師長 

参加者：125 名 

 

新人看護職員研修に参加して 

野上厚生病院 看護師 湯原弘喜氏 

 今回の研修に参加して改めて褥瘡予防の大切さを学びました。研修の内容はわかりやすく、基本的なこ

とから応用的なことに至るまで学ぶことができました。 

 私は皮膚の洗浄には弱酸性の石鹸を用いることが正しいと考えていましたが、実際にはアルカリ性の洗

剤は泡がキメ細かく洗浄力に勝り、感染しやすい部分の一時的な洗浄には適していることを知り、自身の

学習不足を感じました。今後は、汚れの部位や皮膚の乾燥状態の観察を行い、石鹸を選択していきたいと

思います。 

 また褥瘡予防には除圧が大切であり、接触面積を広くとるようにすることが大切であると考えていまし

たが、今回の研修ではその具体的な方法や、踵の除圧方法、30°側臥位の具体的な方法、安楽な姿勢の取

り方など、様々なことを学ぶことができました。 

 今後は今回の研修で学んだ様々なことを活かし、現場での褥瘡の予防・改善に取り組んでいきたいと思

います。 
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研修会 

開催日：平成２５年１１月２日（土） 

会 場：和歌山県民文化会館 

    13：00～ 

講 師：参議院議員 

     石田まさひろ 先生 

多数のご参加をお待ちしております。 

 連盟からのお知らせ 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

東洋羽毛 PR 

 

 

 

 

朝夕しのぎ易くなりましたが、会員の皆様如何おすごしでしょうか。 

石田さんはいつも笑顔を絶やさず日本列島を駆け巡られました。 

和歌山の不便な地域にも何回も来ていただきお疲れだったと思います。 

本当に当選おめでとうございます。会員の皆様、応援してくださった 

皆様ありがとうございました。これからもご支援ご協力よろしくお 

願い致します。                 広報委員一同 

 

県別会議 

新任リーダー研修 
開催日：平成２５年１１月 5 日（火） 

    10：00～ 

会 場：和歌山県民文化会館 

 

 

年 会 費 

日 本 看 護 連 盟 会 費  5,000 円   
和歌山県看護連盟  会 費  3,000 円 
 
           計 8,000 円 

皆様のご入会を 

お待ちしております。 


